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　このたび，2016年３月31日を以て辻正雄先生が退職されることになりまし
た。まだまだお元気なご様子ですので，様々な場面で商学部の発展・充実にご
尽力いただいた辻先生が，大学の定めとはいえご退職されてしまうのは大変残
念でありますが，ご経歴とお人柄をご紹介することで餞の言葉としたいと思い
ます。
　辻正雄先生は，1965年４月に早稲田大学第一商学部に入学されました。1969
年３月に同学部を卒業後，早稲田大学大学院商学研究科修士課程，博士後期課
程と進学され，青木茂男先生の薫陶を受けられました。博士後期課程２年目の
1972年４月からは早稲田大学商学部の助手も務められています。1974年３月に
博士後期課程を課程満期退学後，そのまま大学教員として就職されたわけでは
なく，海外で研究を続けられる道を選ばれました。
　まず，1974年８月にハワイ大学経営大学院へ入学され，その後，翌年の1975
年１月からは，カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）で３年間の学究
生活を送られました。最終的に，1978年１月に，カリフォルニア大学ロサンゼ
ルス校（UCLA）博士課程 C. Phil. となられています。ここ数年，辻先生は商
学部のグローバル化の推進に力を入れてこられましたが，今から振り返ってみ
ますと，先生のグローバル化への強い姿勢は，大学院生のころには培われてい
たのだろうと思います。
　帰国後の1978年４月に商学部専任講師として着任され，1980年４月に助教
授，1985年４月に教授となられました。2016年３月のご退職ですので，教授と
しての在職期間は31年の長きにわたります。この間，商学部教務担当教務副主
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任（1986年９月からの２年間），同教務主任（1994年９月からの２年間），さら
に同学部長（2002年９月からの２年間）として，商学部の運営にご尽力されま
した。学部長在任中には，商学部100周年記念事業の準備を進められ，商学部
の第２世紀への礎を築かれました。
　また，ご専門分野が会計情報システム論ということもあり，学内におけるコ
ンピュータ・システムの構築にも積極的に関与されました。具体的には，シス
テム科学研究所において授業を担当されたほか，メディアネットワークセン
ターの管理委員としてもセンターの運営・発展に努力されました。以上を総合
すれば，近年のキーワードである，グローバル化と IT化の双方について，そ
れらの黎明期から取り組まれてきたこととなり，その先見の明には畏敬の念を
抱かざるを得ません。
　辻先生は学外においても多くの貢献をされました。日本管理会計学会では，
会長および副会長をそれぞれ３年間，さらに常務理事を合計８年間（2016年３
月現在）務められました。同学会は創設後約25年ですので，創設からの期間の
大半において中心的役割を担ってこられたことになります。また，日本会計研
究学会において幹事および評議員を，Asia-Pacific Management Accounting 
Association において Senior Director を歴任されました。さらに，コンピュー
タ利用教育協議会において監事を務められるなど，会計分野にとどまらない，
幅広い分野でご活躍されました。
　公職としては，公認会計士第二次試験の試験委員（1999年４月からの３年間）
および同第三次試験の試験委員（2005年４月からの１年間），経営系専門職大
学院認証評価委員会委員（2008年４月からの１年間）を担当されました。中小
企業診断士試験については，基本委員を2002年４月から２年間務められたの
ち，2004年４月からは同試験の試験委員会委員長の要職に就かれ，４年の間，
同試験の改革・発展に寄与されました。
　このように学内外の様々な場で活躍された辻先生ですが，プライベートにお
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いては，スポーツマンとして熱心にテニスに取り組まれてきました。その実力
は趣味という域を超えており，学内の教職員テニスクラブの一員として，大学
対抗戦では全米テニス選手権のダブルスで優勝された宮城淳先生とダブルス第
１シードを組まれたと聞いています。こうしたご経験を活かされて，2009年２
月からは早稲田大学庭球部の部長に就任され，男女揃って大学日本一の王座10
連覇という偉業を成し遂げる部活動を支援されて来られました。近年では，腰
に負担がかかることを避けるため，テニスよりも水泳を中心にされているよう
ですが，そのお元気な姿は，古稀を迎えられたことが俄かに信じがたいという
印象を受けます。今後も，引き続きお元気で，活発にご活躍いただきたいと思
います。
　私が学部長に就任してから約３年半になりますが，辻先生からは，学部長経
験者として，多くの場面で貴重なアドバイスをいただくことができました。近
年，学生も教職員も多様化し，従来の運営方法をそのまま踏襲しただけではう
まく運営できないことがあります。大学という世界を取り巻く環境は，絶え間
なくかつ急激に変化を続けていますので，周囲が変化する中で自分たちだけが
これまでどおりのことをしていくことは大きなリスクになります。そうは言う
ものの，変化をするということを決断する立場としては，どの方向に進むのが
正しいのかを見極めることに伴う責任の重大さを日々感じています。そのよう
な中，商学部のみならず大学全体，さらには世の中の動きを熟知され，大所高
所から的確な助言をしてくださる辻先生の存在は非常にありがたく思っていま
す。また，正しいと信じることがあれば，多少の反対意見があろうとも，その
目標に向かって邁進されていた辻先生の学部長時代の姿勢は，現在の私自身の
目標でもあります。
　本学をご退職後は，本年４月より，名古屋商科大学ビジネススクール教授と
して社会人教育に従事されるほか，ビジネススクールの運営にも携わられるそ
うです。東京と名古屋を往復される生活を続けることは何かと大変でしょう
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が，スポーツマンとしての体力を活かして，ますますお元気にご活躍されるこ
と思います。あらためて，これまで商学部に注いでいただいたご恩に感謝申し
上げるとともに，今後のさらなるご健勝をお祈りし，御礼の言葉とさせていた
だきます。
早稲田大学商学部長　
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